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各教科等の関連を図った指導
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自立活動とどの教科の
関連を図ればよいの

か・・・

交流学級担任や教科担任
とは、どのように連携す
ればよいか・・・
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自立活動の指導目標や指導
内容は、どうやって決めれ

ばよいのか・・・

自立活動の指導に関する特別支援学級の先生の悩み

指導形態は、個別が
よいのか、集団がよ
いのか・・・
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特別支援学級における特別の教育課程

イ 特別支援学級において実施する特別の教育課程については、次のとおり編成

するものとする。 

(ｱ) 障害による学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るため、特別支援学校

小学部・中学部学習指導要領第７章に示す自立活動を取り入れること。

(ｲ) 児童の障害の程度や学級の実態等を考慮の上、各教科の目標や内容を下学年

の教科の目標や内容に替えたり、各教科を、知的障害者である児童に対する

教育を行う特別支援学校の各教科に替えたりするなどして、実態に応じた教

育課程を編成すること。

小学校学習指導要領第１章総則第４の２（１）

3



自立活動の指導

（４）学校における自立活動の指導は、障害による学習上又は生活上の困難

を改善・克服し、自立し社会参加する資質を養うため、自立活動の時間は

もとより、学校の教育活動全体を通じて適切に行うものとする。特に、自

立活動の時間における指導は、各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学

習の時間及び特別活動と密接な関連を保ち、個々の児童又は生徒の障害の

状態や特性及び心身の発達の段階等を的確に把握して、適切な指導計画の

下に行うよう配慮すること。

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第1章総則第2節2（４）
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自立活動の教育課程上の位置付け

自
立
活
動

（
時
間
に
お
け
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指
導
）

各
教
科

道
徳
科

外
国
語
活
動

総
合
的
な
学
習
の
時
間

特
別
活
動

学校の教育活動全体

自立活動

■個々の実態把握によって導かれる
心身の調和的な発達の基盤に着目
して指導するものが自立活動であ
り、自立活動の指導が各教科等に
おいて育まれる資質・能力を支え
る役割を担っている。

■自立活動は、授業時間を特設して
行う自立活動の時間における指導
を中心とし、各教科の指導におい
ても、自立活動の指導と密接な関
連を図って行われなければならな
い。
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自立活動の目標

個々の児童又は生徒が自立を目指し、障害による学習上又は
生活上の困難を主体的に改善・克服するために必要な知識、技
能、態度及び習慣を養い、もって心身の調和的発達の基盤を培
う。

特別支援学校小学部・中学部学習指導要領第７章自立活動第１

■障害による学習上又は生活上の困難を指導の対象とすること

■個々の児童生徒の自立を目指した学習活動であること

■心身の調和的発達の基盤を形成すること
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自立活動の内容

人間としての基本的な行動を

遂行するために必要な要素

障害による学習上又は生活上の困難

を改善・克服するために必要な要素

代表的な27項目の要素を６区分に分類・整理

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成

環境の把握 身体の動き コミュニケーション
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自立活動の６区分２７項目

8

不安が強く、集
団活動に参加す
ることが難しい。

場や相手の状況
に応じて話すこ
とが難しい。

【指導目標】
・担任が本人の
気持ちを理解し
ようとする態度
で関わり小集団
の活動に参加す
る。
・小集団の活動
で適切な表現方
法を体験したり、
自分を振り返っ
たりすることをと
おして場にふさ
わしい表現がで
きるようになる。



実態把握から具体的な指導内容の設定までのポイント

①障害の状態、発達や経験の程度、興味・関心、長所や良さ、
課題について情報収集し、全体像を捉える

②自立活動の６区分で学習上又は生活上の課題と長所や
良さについて整理し、「中心的な課題」を導き出す

③「中心的な課題」を基に、長期目標と短期目標を考える

④短期目標を達成するために、具体的な指導内容を考える

⑤設定した指導内容が、自立活動の６区分のいずれにあて
はまるのか確認する
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実態把握から【中心的な課題】【指導目標】【指導内容】を整理する

実態を把握し、全体像を捉える

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション

△気持ちを抑えることができず、すぐ行動にうつしてしまう。
◎学習意欲はあり、積極的に取り組もうとする。
△思い通りにならないとその場から逃げてしまう。通
△自分の気持ちを相手に分かるように伝えることが難しい。

６区分で課題と長所を整理し、中心的な課題を導き出す

落ち着いて他者と関わることができるように
なること

自分の思いが伝わる表現方法を身につけ
ること

△思い通りにな
らないとその
場から逃げて
しまう。（１）

△自分の気持ち
を相手に伝え
ることが難し
い。（１）（３）（４）

△気持ちを抑えること
ができない。（１）
◎学習意欲はある。
（３）

①

②
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【長期目標】
・自分の思いを伝える方法を身に付けることで、落ち着いてやりとりすることができる。
【短期目標】
・手がかりを用いて、自分の思いを伝えようとすることができる。

【指導内容】
・教師が思いを言語化して語彙を増やす。【コ（３）】
・カードを手がかりにし、思いを伝えることができることを知る。【人（１）、コ（２）、（４）】
・ロールプレイを通じて、相手の話を聞いて話す。【心（３）、人（１）、コ（１）、（２）】
・ワークシートに伝えたいことを書いて伝える。【心（１）、コ（４）】

③

④
⑤
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長期目標と短期目標を考える

指導内容を考える

指導内容が６区分のどれか確認する

※コ：コミュニケーション、人：人間関係の形成、心：心理的な安定

※



自立活動の指導の考え方

かんしゃく、奇声、他害、
自傷、パニック、強いこだわり

気持ちを伝えることが困難
聴覚などの感覚の特性
感情のコントロールが難しい

問題解決のためには、行動の背景（困難の要因）
を整理し、指導を行うことが大切！
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自立活動と各教科等の指導の関連

各教科等の指導において、子どもが自立活動で学んでいるこ
とを生かして学習に取り組むことができるように、自立活動の
指導を参考にした必要な配慮や手立てを行う。

自立活動の指導において、各教科等の学習における子どもの
困難さを踏まえた指導を行う。その際、各教科等の学習内容や
教材を活用することが考えられる。

自立活動
（時間における指導）

各教科等 自立活動
（時間における指導）

各教科等  自立活動
（時間における指導）

各教科等 密接な関連
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自立活動と各教科等の指導の関連（例）

【各教科等における実態】
間違える不安や消しゴムで消すことの苦
手さから、鉛筆で書くことが難しい。

各教科等各教科等  自立活動
（時間における指導）

各教科等 密接な関連

【自立活動の指導内容】
励ましを受けながら、間違えても簡単に直せた
という成功体験を積む。心理的な安定（３）
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【各教科等における配慮】
・使いやすい筆記具の使用
・間違えることを肯定的に受け止められる環境や
消しゴムで消すとき手伝ってもらえる環境



関連を図った指導を考える際のポイント

①実態把握において、各教科等でのよさや課題を洗い出す。

②困難さの背景に基づき、中心的な課題を明確にする。

③自立活動の指導内容が各教科等の学習で生じているどのような

困難さに対応しようとしているのかを整理する。

自立活動
（時間における指導）

各教科等
の指導 密接な関連

各教科等
の指導密接な関連

特別支援学級担任
交流学級担任、
教科担任等
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連携



③自立活動の指導内容が各教科等の学習で生じているどのような困難さに対応
しようとしているのかを整理する
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■交流学級担任や教科担任と自立活動の指導目標や指導内容を共有する。

■子どもが自立活動で学んでいることを生かして学習できるよう、各教科等でどの
 ような配慮ができるかを検討する。
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自立活動と各教科等の関連を図った指導の実践
【短期目標】Aさん 自分の気持ちを理解し、切り替えることができる。

 Bさん 気持ちの種類を知り、自分の気持ちを表現する。
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【指導内容】 ・どんな場面で、どんな気持ちになるかを知る。

 ・気持ちを切り替える方法を考える。

・「気持ちたんけん」５時間

・いらいら、うれしいなど気持ちのキャラクター

・学んだことを生かして気持ちたんけんのすごろくを作る活動

（流行っている遊び）

特総研（自閉症教育研究班）研究協力校の実践17

自閉症教育研究班 研究協力機関の実践より



1818

一人一人、
どんなときに
いらいらした
のか思い出し、
紙に書いて発
表した。

自分の日頃の
行動の振り返
り

自分なりの
対処方法



【準備した教材や単元づくりのよさ】

・気持ちを可視化したことで小さくすることをイメージできた。

・繰り返しの学習であったため考えやすかった。

・学習後、考えた方法を試そうとしたり、国語でも気持ちを考えるよう

になった。

【子どもが考えた気持ちを切り替える方法】

・布団の中で大声を出す。 → いらいらくんを吹き飛ばす。

・ご飯を食べる。 → いらいらくんがいる場所を小さくする。

1919



自閉症の子どもの指導で大切にしたいこと

■その子の様子を見て、自分自身にも同じようなことはないか想像し

てみる。

■自分がその子だったら教師にどうしてほしいか考えてみる。

■子どもがその特性をもちながらも、学習が進むような学びやすい環

境を整備する。

2020
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